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斉明天皇の百済救援出航地・古代難波津は本当に現在の大阪なのか 

                         2026年 6月 ID：10526 香月博幸 

はじめに 

 邪馬台国の中心地が古代の都
みやこ

である藤原京や平城京に繋がっているとした場合、その古代 

の都が現在の奈良県に繋がっていれば問題ないが、畿内以外の可能性が出てくれば、その程度 

に応じ、現在の比定地を見直す判断が必要である。このことを含め、斉明天皇が都から筑紫へ 

行幸した記録を、常識的な見地に立って妥当性を検討して見ようとする事例の一つです。 

 

難波津から娜大津・磐瀬行宮までの行程 

・斉明 6年(660年)12月 24 日―斉明は軍器の準備ため、難波宮に行幸した。 

・斉明 7年(661年)1 月 6日―西に向かって難波を出航する。 

・同 1 月 8日―大伯海
おおくのうみ

に至る。大海人皇子妃
きさき

大田皇女が皇女を産み、大伯
おおくの

皇女
ひめみこ

と名付けた。 

・同 1 月 14 日―伊予
い よ

の熱田津
に ぎ た つ

の石湯
い わ ゆ

行宮
あんぐう

に泊まる。 

・同 3 月 25 日―娜大津
なのおおつ

に着き、磐瀬
い わ せ

行宮に到着する。その際、娜大津は[長津
な が つ

]に改めた。 

・同 4月―磐瀬行宮に滞在中、鬼室
き し つ

福信
ふくしん

の使者が余
よ

豊璋
ほうしょう

の帰還を要請する上表を提出した。 

・同 5 月 9日―斉明は筑紫の朝倉橘広庭宮(朝倉宮)に遷った。 

熱田津の所在地については諸説あるが、石湯は道後温泉(愛媛県松山市)と考えられるので、 

その近辺に求めるのが妥当であろうという解釈もみられます。 

[通説では、古代の娜大津は博多湾の港、磐瀬行宮は福岡市南区付近が推定されている] 

・・・上記日程(行程)においては、難波を１月６日に出航し、１月８日に大伯海に着いている。 

大伯海は、現在の岡山県瀬戸内市牛窓
うしまど

周辺の海域とされる。 大阪市中之島付近から牛窓付近 

までをGoogle で単純(直線的)に測ると約 120km。足かけ 3日で 120km、40km/日となる。 

次に、牛窓周辺の海域・1月 8日から伊予熱田津の石湯行宮に 1月 14日日到着。大伯海から 

伊予熱田津の港に入り、石湯行宮(道後温泉周辺)までは陸路の可能性が推測される。 

Google で、牛窓から松山港までを単純(直線的)に測ると約 170kmで、港から道後温泉までの 

Google 最短 12kmである。8日から 14日、6日間の行程の内、1日を陸路と推測すると海路 

は 5日、34km/日となる。 以上は単純計算であり、何の根拠はありませんが 1日に進むべき 

海路の距離は 30km～40km、奈良時代では非常に困難な距離である。[奈良時代の行基上人が 

整備した瀬戸内海の港の間隔が 20～30kmとされ、これが 1日の航海距離の基準とされている 

ようです。行基上人の生涯は北部九州内に限られると推測しており、この港地名は伝承とみる] 

・・・行程の続きを見てみよう。      [参考：古代史の謎は海路で解ける 長野正孝
ながのまさたか

著より] 

・斉明 7年(661年)７月 24日―斉明天皇が朝倉宮で崩御された。 

・同 8 月 1日―皇太子・中大兄皇子が天皇の喪に付き添い、磐瀬宮に到着する。 

・同 10 月 7日―斉明天皇の御霊を乗せた船が磐瀬宮を出航する。 

・同 10 月 23 日―斉明天皇の御霊を乗せた船が難波津に着く。(難波津は行橋市草野
く さ の

を推測) 

・同 11月 7日―飛鳥の川原宮で殯
もがり

をした。(推測：飛鳥川原宮は行橋市中津熊
なかつぐま

字川原か？) 

 現在地名で判断すれば、斉明天皇の御霊を乗せた船は、博多(磐瀬宮 ：現.福岡市南区付近)を  

出航し、大阪難波津に 16日間で到着したことになる。 水や食料の補給、寄港した港などの 
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詳細が明確でないことを考え合わせると、船に積み込める程度の荷物で、到達できる距離が 

妥当か考えてみる必要があると思われます。 Google で博多港から大阪港までを単純(直線的) 

に測ると約 570kmで、要した日数で割ると 35km/日となる。困難(不可能)な行程と思われる。 

 

斉明天皇筑紫行程中の地名を推測する(概要) 

① 難波津 古代.行橋市草野
く さ の

付近にあった[草野津(かやのつ)]、難波宮は、その付近の行橋市 

吉国
よしくに

[延永
のぶなが

ヤヨミ園遺跡]が推測されます。 

② 大伯海 小倉北区足立山
あだちやま

の麓[大畠
おおはた

]地域。そこから小倉南区方向へ向かい竹馬川
ちくまがわ

沿いに下 

ると曽根
そ ね

干潟
ひ が た

に出る。その沖合の北九州空港・周防灘
すおうなだ

付近を古代.大伯海と呼んでいたと推 

  測している。ここから小舟に乗り換えて熱田津(③に推測記載)に向かったと思われます。 

  大伯海は、岡山県瀬戸内市～岡山市周辺の海域とされている。岡山市には[邑久郷
おくのごう

]があり、 

  かつては[大伯
お お く

 ]とも表記された。岡山市東区邑久郷
おくのごう

 にある[松江伊津岐
い つ き

 社 ]の由緒には、 

    邑久郷
おくのごう

はもと太伯(おおく)の郷と言い、社武天皇御東征の砌
みぎり

、皇兄五瀬命、若御毛沼命 

  (社武天皇)日向より海路吉備高島を経由、この太伯の海に至りて兵食を備蓄し舟櫂
か い

を修補 

  した。大御船を待ち斎奉れる古跡である。松江は待江の義である。住吉国の総 において 

  祈年、新嘗の祭典があったときは、国司の祭典に預かったという。一時は杵築
き つ き

大明社と称 

  した(岡山県社 庁)』とある。 

  中国の史書[魏略逸文]や[晋書]には、「邪馬台国の支配者らが、自らを呉の太伯(周の太伯) 

  の子孫」と称していたと記されているという。[大伯
お お く

≒太伯
お お く

≒太伯
たいはく

]が推測され、そこには 

  邪馬台国があったことになる。 

  小倉北区大畠
おおはた

の隣には、[山門町
さんもんちょう

]がある。山門は[ヤマト]とも読める。 小倉付近には、 

  古代.出雲に関連する地名[登
と

美
み

]も見られ、出雲大 の明治以前の 名[杵築大 ]と岡山市 

  [松江伊津岐
い つ き

社 由緒の杵築大明社]と小倉付近の関連(発祥元か)が推測されます。 

   大伴旅人が佐賀県唐津市で詠んだ歌とされる[玉島(ﾀﾏｼﾏ)]は、曽根干潟[間島(ﾏｼﾏ)]から  

  伝承されたと推測され、古代から重要な地域であった。玉島由来：周囲 1kmの小島.間島
ま し ま

 

  の波打ち際に大岩(花崗閃緑岩
かこうせんりょくがん

か)があり、波に削られ丸く(白色)見えるからと推測される。 

③ 熱田津 竹馬川
ちくまがわ

の上流域に支流の[蜷田川
になたがわ

]があり、この[蜷田
に な た

]地名が熱田
に ぎた

から転化したと 

  推測しています。むかしこの地には湊(港)があり、干拓後は湊田と呼ばれていたものが、 

  [みなとだ]から[になた]に転化したといわれる(同じ地域にある白髭
しらひげ

社 由緒より)。 

  伊予熱田津は、愛媛県松山市
まつやまし

付近、石湯行宮は同じく松山市道後温泉とされている。 

  小倉南区蜷田
に な た

の近くには[湯川
ゆ が わ

]地域があり、竹馬川
ちくまがわ

の河口域・曽根干潟には苅田町
かんだまち

[松山
まつやま

] 

  地域が隣接する。愛媛県松山と湯(道後温泉)地名の位置的配置が、曽根付近と類似する。 

   また、[白村江
はくそんこう

の戦い(663 年)]に参戦したとされる船団(御笠
み か さ

団印
だんいん

)の停泊地と推測され、 

  百済救援の準備を整えるために、斉明天皇がこの地に 2ヶ月近く滞在していた理由にも 

  繋がると推測されます(御笠
み か さ

 は社功皇后に由来する。小倉南区には剣立山・笠岩がある)。 

➃ 磐瀬行宮 遠賀川河口域の中間市に[岩瀬
い わ せ

]地域がある。中間駅西口近くの御館山
お たてや ま

が行宮の 

  跡と推測され、そこの地名は[長津
な が つ

]である。 

⑤ 娜大津 同じく遠賀川河口域に遠賀町
おんがちょう

[鬼津
お に づ

]がある。博多湾岸に位置する儺県
なのあがた

があり、古 
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  代の奴国が前身と考えられている。 [儺
な

]は[おにやらい]とも読まれ、元々儺県
なのあがた

は遠賀町 

  に存在していたが博多に伝承され、遠賀町には[儺
な

が鬼
おに

]に変化し残ったと推測されます。 

また、鬼津
お に づ

付近には天智天皇が営んだ大津宮があったと推測しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     Google ｱｰｽ 

            Google ｱｰｽ 

草野(古代の難波津推測地)から、岩瀬(古代の磐瀬宮推測地)までの行程：黄線 大伯海推測 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google ｱｰｽ 

 

始祖が[夫差
ふ さ

]と記載される松野連系図、呉王[夫差
ふ さ

]は太伯の後裔とされる 

 太伯(おおく)との関連を見てみます。熊本県菊池市の松野家に[松野連
まつのむらじ

姫氏
き し

系図]が伝わって 

いるという。  [中興
ちゅうこう

系図]によると呉王夫差の後裔。夫差の子・公子忌
こ う し き

が日本に渡って帰化人 

となり、筑紫国に至って、肥後国菊池郡に住み、さらにその子孫・松野連が、筑紫国夜須郡
や す ぐ ん

松 

野に住して、姫
き

姓から松野姓に変えたのが始まりという。熊襲の首長・川上梟帥
かわかみたける

(取石鹿文
と り し か や

)の 

名や、倭の五王、讃
さん

・珍
ちん

・済
せい

・興
こう

・武
ぶ

 ５人の名もある(ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱ)』 

【倭の五王の３世代前とされる人物[宇也鹿文
う や し か や

]の傍注に[火国
ひのくに

菊池評
きくちのこおり

山門里
やまとのさと

]とある(松野連 

倭王系図の史料批判 古賀達也氏の論文より)】・・・・・[太伯の後裔]が渡来したところは、 

[火国菊池評山門里]であることが分かる。現在の小倉北区付近と推測されます。  [菊池]は、 

昭和23年(1948年)頃まで小倉.門司地域に存在した[企救
き く

郡]の名称が関連あるのではないか？ 

現.鞍手・宗像から福津方向にかけて[火国]と呼ばれていたと推測(景行天皇九州巡行の古代 

社話)しているが、北九州地域との関連はまだ、分かっていません。 

 社功皇后が羽白熊鷲
はじろくまわし

を討伐したとき「心やすらかになった」と漏らしたことによる伝承が 

ある。これが[夜須]の由来とされる。羽白熊鷲
はじろくまわし

≒熊襲
く ま そ

＝[熊襲の首長.取石鹿文
と り し か や

]と推測。この 
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取石鹿文
と り し か や

に関連するのが苅田町雨窪
あまくぼ

にある[取石
とりいし

社 (祭社：石凝姥命・天児屋根命・太玉命)] 

と推測されます。この社 の由緒には、景行天皇の[土蜘蛛
つ ち ぐ も

退治と所吉
ところよし

]伝承があり、所吉大 

明社と崇
あが

めたという。所吉
ところよし

は社功皇后の漏らした[心
こころ

やすらか(≒所よい？)]に類似するもの 

ではないか。    また、この地域は古代の宇陀
う だ

 と推測(宇原
う は ら

 や宇土
う ど

 地名がある)している。 

これは、社武天皇が東征の際に[宇陀の土蜘蛛]を討った時、その血(朱
しゅ

の喩
たとえ

か)が大量に流れ 

[血原
ち は ら

][血田
ち た

]と言った地名に類似している。(宇陀は、現在の奈良県宇陀市のこととされる) 

 小倉南区に[鷲峰山
わしみねやま

(136m)]があり、羽白熊鷲
はじろくまわし

との関連が推測される。  松野氏の先祖は、 

最初はこの付近に居て、後年、後裔が福岡市方面から熊本県菊池市へ移動したのではないかと 

思われます。 これらにより、この北九州地域が邪馬台国問題解決の糸口になると推測します。 

 

朝倉宮滞在と難波への帰還 

 斉明天皇の一行が伊予の熱田津を発った日時は分からないが、斉明七年(661 年)３月 25日 

には磐瀬の行宮に到着したとされる。磐瀬行宮は、古代.博多湾付近に位置していたと言われ 

ており、福岡市南区三宅
み や け

付近が推定されている(三宅は、海岸線より 6～7km 内陸部である)。 

朝倉は博多湾から南へ約40kmの地点にあり、朝鮮半島に出兵するにしてはかなり内陸であ 

る。斉明は 5月から朝倉宮に滞在した。このとき、朝倉 (麻氐良布
ま て ら ふ

社 か)の木を切り払って 

宮を造ったため、社が怒って宮殿を壊し、宮のなかに「鬼火」が現れたという。こうしたなか、 

病気になって亡くなる大舎人
おおとねり

や諸々の近侍者
きんじしゃ

が多く出たとされる。 斉明天皇が朝倉宮に滞在 

したのは、わずか 2ヶ月余りであった。 斉明7年(661 年)7 月、斉明は病気に襲われ、同月 

24 日に生涯を閉じた。享年を「本朝
ほんちょう

皇胤
こういん

紹運録
じょううんろく

」は 68歳、「帝王
ていおう

編年記
へんねんき

」は61歳と伝える 

(参考：人物叢書 斉明天皇 市
いち

 大樹
ひ ろ き

著より)。 

・・・磐瀬行宮を福岡市南区三宅付近とすれば、そこから朝倉までの約 50km(Google ナビ)の 

行程を 1カ月近く要したことになる。悪路、大人数でも 1カ月もかかるのは疑問である。 

これは、磐瀬行宮と朝倉宮が、現在推定されている地域と異なることが推測されるため、博多 

湾付近に朝倉宮が営まれたとして、以下、難波への帰還日数も合わせて検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    Google ｱｰｽ 

・・・筑紫(磐瀬宮のことと思われる)を出て、難波に 16日間で到着したとある。博多を出て、 

玄界灘沿岸―関門海峡―瀬戸内海―大阪湾まで 570km(Google 検索)以上は確実にある海路を、 

この時代、16日間(単純に 35km/日以上)で大阪難波に到達するのは、非常に困難(不可能)と 
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記載した。これに対し推測されるルートは、上の地図に示す福岡市西区今津
い ま づ

付近を 7月 25?日 

頃に出航し、8 月 1 日に中間市岩瀬
い わ せ

(長津)に到着した後、約 2 カ月間留まっている。その後、 

10月7日に岩瀬を出航し、10月23日に行橋市草野
く さ の

(古代.難波津推測)に到着したものである。 

中間市岩瀬から行橋市草野は、海路推測距離・約 90km で 16 日間とすると 5.6km/日になる。 

[ただし、関門海峡があるため一気には進めず、潮待ちの日数(時間)が含まれているようだ] 

今津付近から中間市岩瀬に到着した日数も可能と思われます。[約 80km・6日で 13km/日] 

 

古代の朝倉橘広庭宮があったのは糸島半島か 

 福岡市西区今津
い ま づ

は、糸島半島の付け根部分に位置する。現在の今津湾(今津干潟)は、水深が 

非常に浅いようだ。ただ、古代は今津湾側と反対の糸島市側から加布里
か ふ り

湾が迫り、糸島半島が 

陸地側と一部分の地域で繋がるような状況にあったようです。古代の今津湾は多くの船が停泊 

できたと推測され、湾が存在する地域の近くで、港が管理できる位置に[朝倉宮]を造ったので 

はないかと思われます。 

 愛媛県伊予の朝倉村誌に記載されている[白鳳
はくほう

13 年(684 年)の大地震]で、伊予温泉、没
おぼ

れて 

出でず。土佐国の田菀
たはたけ

 五十余万頃
けい

(約12㎢)没
おぼ

れて海となる。伊豆島西北の海に島が出現した。 

・・・糸島半島付近の玄界灘
げんかいなだ

 地震と推測されます？ この時、伊予温泉が出なくなったのは、 

次に記載する福岡市西区周船寺
す せ ん じ

[湯溜池
ゆだめいけ

]、[島の出現]は、糸島半島先端付近の[柱島
はしらじま

(玄海島
げんかいじま

の 

傍
そば

にある)]が推測されます？ 土佐国の記載もあり、福岡市付近～糸島周辺は古代.四国と推測 

しています？(推測不十分です ：北九州から来た伝承もある？)。  高知県(古代.土佐国)にも 

朝倉地名がある。古代の糸島半島に朝倉があったことを推測させる。 

今津湾から北西約 3kmの所に[柑子岳
こうしだけ

(254m)]がある。この[柑
かん

]は[柑橘類
かんきつるい

]を表わしている 

とも推測され、斉明天皇の宮[朝倉 橘
たちばな

広庭宮]に関連する地名として残ったのではないか？ 

 糸島半島の糸島市志摩野
し ま の

には、聖徳太子の異母弟とされる来目
く め

皇子遺跡(古墳)がある。 

来目
く め

皇子遺跡の下方に[久米
く め

社 ]があり、来目
く め

皇子を祭社とする。新羅征伐の将軍となって兵 

を率いて来たが、病によりこの地で没したという。また、今津の近くの福岡市西区周船寺
す せ ん じ

には 

[湯溜池
ゆだめいけ

(周船寺
す せ ん じ

中学校建設のため半分埋め立てられた)]があり昔、温泉があったとされる。 

愛媛県の道後温泉に聖徳太子が訪れた伝承がある。これは、来目
く め

皇子が古代の温泉 ・湯溜池
ゆだめいけ

 

を訪れた可能性も推測されるため、そのことが愛媛県に伝承されたのではないか？  福岡市 

周辺には古代.四国の伝承が推測され、今津・周船寺
す せ ん じ

付近は小倉付近から移動してきた人々に 

よって、湯溜池
ゆだめいけ

≒小倉南区湯川
ゆ か わ

との共通性により[伊予(温泉)]と呼ばれたとも推測されます？ 

 

宮若市竹原の竹原(装飾)古墳は斉明天皇の陵か 

 [日本書紀]が斉明天皇の埋葬を伝えるのは、天智 6年(667年)2 月戊午条。飛鳥の川原宮の 

殯
もがり

から 5年以上が経過していた。高句麗・百済・新羅の人々が[御路]で哀の礼を奉っている。 

・・・宮若市の竹原
たけはら

には、四社(青龍.朱雀.玄武)や馬を引く人物、舟、波などが描かれている 

竹原(装飾)古墳がある。高句麗の壁画古墳に類似しているとも言われているようです。 

竹原古墳の築造年代は、６世紀後半とされ斉明天皇崩御年代との相違はあるが、装飾の関連 

で高句麗の渡来人が築造にかかわった可能性、また、[発見された歯が大小二種に分かれてい 
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ることなどから、男女二人の死者を安置したものと推定(若宮町誌 上巻)]と記載される。 

斉明天皇は、遺言で孫の[建王(たけるのみこ)]が[斉明４年(658 年)]８歳で亡くなったことで 

「自身の死後に建王と合葬するよう強く命じた」とされています。 竹原古墳は、これに類似 

するように思われます。 [ 殯
もがり

から五年以上]とあるのは、その間に高句麗人等渡来人による 

古墳の築造が進められていたのではないかと推測されます。 建王の母は、[遠智
お ち

娘
のいらつめ

]とされ、 

[遠智
お ち

≒越智
お ち

≒越
えつ

国
のくに

]が推測される。宮若市若宮付近から糟屋郡
かすやぐん

付近にかけては古代の越国で 

あったと推測(詳細は省きます)しており、その古き故郷に陵を設けたのではないか。 

 また、この地には、天智天皇が母・斉明天皇の供養のために発願したとされる[観世音寺]の 

発祥と推測する宮若市黒丸
くろまる

 [青 龍 山
しょうりゅうざん

清水寺
せいすいじ

 ]がある。 現在の観世音寺は太宰府市にあるが、 

その完成までに約 80年を要したとされる。 古代の宮若市で長い間放置されていたためと思 

われ、ようやく元明天皇の時代から整備が進められ、聖武天皇の時代に完成したと推測される。 

太宰府へ整備した責任者は美濃・信濃守であった笠麻呂
かさのまろ

(出家し、観世音寺で満誓
まんぜい

を名乗る)。 

笠麻呂は[木曽路
き そ じ

]を開通させた人物でもある。その[木曽路]と推測されるのが、宮若市千石峡
せんごくきょう

 

であり、そこには[笠置山
かさぎやま

]が存在する。現.木曽路は岐阜県と長野県境にあり、そこには同じく 

[笠置山
かさぎやま

]が存在する。   笠麻呂の[笠]は、笠置山の[笠]にも関連するものと推測されます。 

ちなみに観世音寺の山号は、[清水山(せいすいざん)]という。山号に使われている[清]には 

[青 龍 山
しょうりゅうざん

清水寺
せいすいじ

]の読みが窺われます。[清水寺
せいすいじ

]の山号は、竹原
たけはら

古墳の装飾[青龍]との関連か？ 

 旧.観世音寺の跡は、行基上人により現.清水寺
せいすいじ

の元寺が整備され、この寺が小倉北区[清水寺
きよみずでら

] 

へ勧請され、後年、小倉北区[清水寺
きよみずでら

]から坂上田村麻呂により現.京都[清水寺
きよみずでら

]へ伝承されたと 

推測されます。  お寺の山号は小倉北区：[青龍山
せいりゅうざん

清水寺
きよみずでら

]・京都：[音羽山
おとわさん

清水寺
きよみずでら

]です。 

京都の清水寺
きよみずでら

には、坂上田村麻呂の[狩りの殺生
せっしょう

を戒
いまし

める伝承]がある。宮若市の清水寺
せいすいじ

の 

背後には犬鳴山
いぬなきやま

(583m)があり、その山には同類の伝承がある。また、添田
そ え だ

町英彦山
ひ こ さ ん

にもある。 

この伝承の発祥元は犬鳴山
いぬなきやま

と思われる。[清水寺
せいすいじ

上部の高木社 と英彦山高木社 の関連推測] 

 坂上田村麻呂の父親は、坂上苅田
か り た

麻呂
ま ろ

。 名前から小倉南区の隣の苅田町
かんだまち

の出身と推測され 

ます。坂上田村麻呂は、社亀
じ ん き

5 年(758 年)の生まれであり、都
みやこ

が平安京に遷都(794 年)する前 

に、近畿とその以北付近の整備(在地勢力の征討など含め)のために向かったと思われます。 

青年期頃まで、北九州地域付近に居たのでこの地域の歴史も承知していたと推測されます。 

 

おわりに 

類似地名で古代を推測する方法で進めていますが、根拠となる物的証拠はありません。 

従って、周りから絞り込んでいくための情報を一つでも多く集めることが重要と思い、一か所 

の地名や伝承だけでなく数か所でその地域の推測を行い、確率を上げることで進めています。 

十分な状態にはほど遠く、空想や妄想と思われる部分が多く含まれていると解釈されそうです。 

伝承が推測される地名もあり、現在の表記場所のみに固定してしまうと、斉明天皇の筑紫の 

行程記録のように、その経路や移動日数に疑問が生ずる場合があります。日本中に類似地名は 

数多くあり、その地名の発祥元をいかに探すか、それが古代史解明の近道に繋がると思います。 

たとえば、[ヤマト]とは[山門]で両側の山が門の様にみえる場所、[長門]は両側を山や丘陵に 

挟まれた長い海域など、地形や景色 ・自然状況に基づくものが多々見られるようです。  了 


